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落花生の連作 害 に 関 す る 研 究

高橋芳雄＊

Studies on the Injury by Consecutive Cropping in Peanuts 

Yosio Takahasi 

落花生はかなりの集団的な規模で作付されている場合

が多く，連作障害による減収にあまり気づかないことが

ある。またほかの作物にくらべて投下労働力がきわめて

少なく， しかも収益性が高く，主産地を形成しているこ

とからくる販売上の便宜などのため．連作を続ける場合

がみられる。

連作に関連する試験研究はかなり古くから行なわれ，

作物の種類・環境の相異などで連作障害の原因はきわめ

て多岐にわたる複雑なものといわれ，養分消耗・微生物

・毒素・土性退化とか土壌反応異常などがあげられてい

る。落花生も連作をきらう作物であることはよく知られ

ていることであるが，その連作障害についての研究や資
)18)16)1'〕22)

料は少なく， 原因はあまり明確にされて

L、ts;＼、。

本報では落花生の連作の被害様相と連作害対策につい

て検討を行なった。この実験は林政衛場長の御指導・助

言をいただき，病害調査は沼田巌発生予察研究室長・線

虫調査は病害虫研究室の市原伊助技師および吉田猛技師

の協力をえた。小中伸夫畑作研究室長には校閲をいただ

いた。心から感謝の窓を表する。なお結果の一部はすで

に発表 5）日〕18〕したものもあるがここに綜括して記載し

た。

I 落花生の連作障害

1. 方法

テを作付けしたn 落花生の播種は 5月下匂・畦巾 6Ocm 

株間 30 cm • 1本立・ 1権（ 3 .3 m勺の施肥量は堆肥

?.6 kg ，硫安 26 kg，過石 100kg，硫加 38 gであ

る。供試土壌は火山灰壌土である。

第 1表権ほ場の作付順序

議？々を 昭 3J 31 32 33 34 

I P1 P2 P• P< Po 

II 陸稲 P1 P2 Ps p4 

田 大豆 陸稲 P1 P2 Ps 

N 玉 大豆 陸稲 P1 P2 

v :/J＇んしょ 玉 大豆 陸稲 P1 

VJ 陸稲 かんしょ 玉 大豆 陵稲

Fは落花生， Pの下の数字は険験年次における連作年数を示す。

たとえばPIは初年， p6は6年連作

35 

Po 

Po 

p• 

Pa 

Pz 

P1 

落花生の連作障害についての実験は一応昭和 35年ま

での 6か年であるが，引き続づき行われた遮光・過湿な

どの処理で環境と連作障害の発現の関係をしらべる過程

で2 3の形質について調査を行なった。

2. 結果

(!) 病害． 落花生の病害で普通にみられるものとし

て，褐斑病と黒渋病があり，これらはたとえ輪作しで

もある程度の発病はあるが，連作すると第 2表のよう

に，生育の初期から権病は著しくなって，早い時期の落

葉が目立った。 とくに昭和 31年は 7月上勾の開花始

第 2表 生育初期Kおける擢病および落葉程度

( % ) ( 7月31日）

試験区間の土壌の移動・混入を避けるため，独立した

コンクリート権（ 180 cm× 180cm ・深さ 60cm・無底・

相互の間隔 120cm ）ほ場を使用し，落花生の管理等

に使用した農具等に附着した土が他の試験区へ混入する

ことのないように配慮した。
設建 31 

掲

32 

斑 病

33 3制〈

落 業

35 31 32 33 34本 35 

落花生の作付は昭和 30年から順次毎年 3権づっ開始

し，昭和 35年には最高の権で6年連作陀達した。落花

生の連作を開始するまでの作付l順序は第 1表に示したと

おり，甘しょーとうもろこし一大豆一陸稲とし，いずれ

の年次についても初年と比較できるよう陀した。各作物

の耕種法は標準栽培とし，冬作物は各区ともコモンベッ

※畑作研究室 -1 

6年 - 13.Q 。
5年 - 4.5 11.5 13.2 。
4年 - 16.6 5.0 17 .5 12.4 0.5 

3年 - 15.1 9.4 5.0 9.5 0.1 13.7 0.5 

2年 16.4 12.2 14.5 5.4 9.0 40-8 。 10 .o 0.5 

初年 5.7 3.6 5.4 3.9 s.s 2.1 。 1.0 。
主墾節の頂業より 6～10節までの 5複葉について小業単位で調査本

印の 34年は6月30日陀株あたり全葉〔小葉） fLつhて調査



第 3表 収機WJにおける椛灼および溶菜f!lI立（%） よる根りゅうの着生状態はif>;6表のように

かなり少なく，大豆Kおける寄生体の糖含

主？と根りゅうの着生の関係 7）と同様な傾

向がみられた。また根の活力の一つの指標

とみられる生根の TT C反応け （第7表）

から根の機能低下がみられた。

も担 落 薬 制斑 j,Jj 互： 渋 病

33 34 35 32 33 34 35 32 3.1 34 35 

6年 53 12 44 

5年 37 58 100 17 一 100 40 

4年 62 36 回 81 100 19 

3年 8 69 as 63 72 73 100 10 40 

2年 9 鈎 57 49 98 12 49 

主耳年 4 62 49 44 65 35 100 13 51 

主茎節の頂葉より 6～10節までの 5複棄につhて小業単位で調査

めの頃は低温・寡照で，連作港花生ではE壬軸が一種の

立枯菌に侵かされ，葉の黄化が目立ち，褐斑病が発生

し早期落葉が著しかった。

生育の後期陀は第 3表のように連作落花生では黒渋

病・偏斑病i1；多発し落葉が早くなった。

(2) 初期生育： 前述のように，連作すると梅雨期

の天候不良の場合には，業が黄化し早期落葉という著

しい症状がみられる。しかしそれほど極端ではなくて

も，の権病程度は

いずれの年次とも 第 4表初期生育量

連作すると多く， （株あたり乾物重g）（開花期）

そのた生育は第 4 ；雪γ 昭32 33 
34 * 35 

表のよう K抑制さ 6年 3.32 

れ，茎棄の乾物歩 5年 - 1.16 4-11 

合・炭水化物含量 4年 2.72 1.18 3. 65 

と＜vr_糖含量は第 3年 1.2.8 4-56 

5表のように低〈
2年 2.30 2.88 1.26 4.42 

在った。根bゅう菌vr_
初年 2.63 3.00 1.34 4.89 

＊昭 34の調査時期は6月18日（開花前）

第 5表 茎棄の全窒素および炭水化合物含有量

(mg/g) （昭36.8.2)

89 

94 

100 

75 

町dニ｜吋錨I~~震｜澱市計予
第6表根りゅう数 第 7表生根の TTC反応

（昭37.7.20) （昭37 ) 

文根 をぐす静岡｜処理終了 処理終了

直後 1ヶ月後
21.5 無＼ (6月14日） (7月13日）

初 年 Io.3 Iぉ.o
連（8年f乍） 士 ＋ 

主根基部5cmと第1支根の上

部5本につhてその基部から
初年 ttt 骨～ttt

5C視の範囲に着生したもの 註：着色程度士ピ，＋弱パ＋中，ttt強

100 46 

100 35 

97 49 

100 52 

(31 開花， 連作すると収量と相関の高

い早期開花数は第 8表のように，かなり少

なかった。

(4) 土境線虫； キタネコプセンチュウ

による収穫期におけるゴール寄生皮を第 9

表札土壌および落花生の生根からの併出

線虫を第 10・11表に示した。

落花生を連作すると，土壌中のキタネコプセンチュ

ウの生息密度は高まり，生育の初期から根に寄生し，

第 8表株あたり開花数

明
昭 34 昭 35 

7月 8月計 比率 7月 8月 言十 比率

6年 一 % 79 141 22日 73% 

5年 63 114 177 62 80 157 237 78 

4年 71 115 186 65 73 136 209 69 

3年 85 139 224 79 94 142 236 78 

2年 96 154 250 88 107 166 273 90 

初年 105 1印 2.85 100 119 184 鉛3 100 

第 9表収穫期におけるキ 第 10表土壌（50g)

タネコプセンテュ からの活字出線虫

ウのゴーノレ寄生度 （昭34) 

今冬 32 33 34 35 

6年 - 1.37 

5年 2.55 1.20 

4年 2.60 3.勿 1. 00 

3年 1. 72 2.50 2.85 1. 87 

2年 o.96 1.2.8 o.oo 1.00 

初年 。0 .03 0.02 0.63 

寄生度は0～4.0を9階級VC:7.ト級

金受 M Pr F 

5年 109 1 31 

4年 448 。355 

3年 680 1 468 

2年 451 2 456 

初年 8 20 599 

M キタネコフ冶ンチュウ
p rネグサレセンチュウ
F 自 由 権

_35年1月12日採土， 25
℃1週間後ベールマン氏法
Kよる

第 11表生根（ 5 g ）からの滋出線虫（昭37 ) 

鴇 j 7月19日 ｜
1 0月6日

uJ '・ 1 M I Pr I T 

… ）  I 374 I s I 6 ,126 I o I 。
初年 5 2 I o I o I 。

M キタネコプセンチュウ， Pr ネグサレセYチュウ，

T テレコνシ方式
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第 12表述作11；数と地上部形質の変化（収後期）

(1) 分校数（対初年比率）

hご！？
昭 32 33 34 35 

日年 82 

5 年 85 93 

4 年 95 89 84 

3 年 100 104 鈎 89 

2 年 100 99 98 89 

初年 100 100 100 100 

本 本 本 本

初年測定値 28 34 42 45 

第 13表（21 相l実歩合（%）

常気 昭 31 32 33 34 35 

6 年 68.9 

5 年 日9.6 70.7 

4 年 69.4 70.2 70.2 

3 年 67.5 70.4 71.3 初 .7

2 年 62.2 67.6 70.9 71.1 71,5 

初年 59,3 的 .2 72.3 71.3 70.6 

第13表（3) 輪作区に対する収量比率（%）

第四表（2) 総分校長（株あたり・対初年比率） 自主 31 32 33 34 35 

連作 昭 32
年数

お 34 35 

6 年 73 

5 年 72 85 

4 年 77 75 75 

3 年 88 89 79 86 

2 年 99 87 84 87 

初 年 100 100 100 100 

cm 四Z 四Z cm 

初年測定値 666 850 954 1218 

連~ 昭 31 32 33 34 35 

6 年 37.7 

5 年 28.1 36.4 

4 年 28.0 30.4 36.2 

3 年 28.2 30.3 31.3 37.7 

2 年 19.0 38.1 32.8 34-8 42.9 

初 年 26.0 36.2 38.9 41.5 48.9 

-3一

6 年

5 年

4 年

3 年

2 年 79 

初年 100 

3.3 rrf ぁ
g 

たり子実重 508 

収穫期における生根

からの滋出線虫は極

めて高い値を示した。

収穫期におけるゴー

ル寄生度は連作する

と明らかに高くなっ

たが，連作年数との

関係は明確でなかっ

fc.o 

(5) 栄養生長と登

70 

66 74 

75 69 69 

71 84 75 74 

100 87 81 88 

100 100 100 100 

宜 g g g 
1009 995 1314 12日l7

第 14表大きい子実の

占める割合

( 0. 95g以上，株あたり）

警て 32 33 34 35本

6年 27 

5年 26 26 

4年 16 16 29 

3年 40 23 25 27 

2年 49 29 'Ml 37 

初年 53 34 31 36 

熟の良否；収穫期陀 本拐すよ捌OgQ:l,'.'d開つh

おける分校数，統、分校長と茎葉重を第 12表，上爽数

・最I］実歩合と子笑重量を第 13表，大きい子実の占め

る割合を第 14表K示した。

連作すると，収穫期陀おける分校数は少なく，総分

校長は短かく，＇￥：葉重はかなり低くなった。有効開花

数が少なく，根の活力の低下や早期落葉のため子実は

小粒化し，収量は低下した。

(6) 連作年数と減収程度； 連作すると収景の低下

は第 13表のように 3～ 4年間は連作年数が多くな

ると著しくなる。しかし 4～ 5年以上連作を重ねても

被害の増大はみられなかった。

6年連作までの収量を初年と比較すると， 2年連作

で約 85 %, 3年は 75 %, 4年では 70 %程度に低

下した Q



II 落花生の連作障害の主要因

述作した場合の諸形質の変化から，連作障害に影響し

ていると推定される土壌線虫と地上部病害の二つの要因

について，対策的処理を行ない，その回復する！見合いに

よって，これらの要因が連作障害陀どの程度関与してい

るか判定するためK，つぎの笑験を行なった。

1. 方法

コンクリート権ほ場の連作 6年目のものを使用した。

試験の構成は第 15表のとおりである。耕種法は I試験

と同様であるの

第 15表試験区の構成

処 理 方 法

I水和硫黄（ aあたり 10乙の水に 35
病害防除｜

速｜ ! g ) 7月 1日より却間隔で7四散布

！ 構注（ 30叩千鳥，
殺 線虫剤処

｜深さ 15明， I穴3c c ) 

作｜｜
病害防除・殺線虫斉！J処理水和硫黄， ED B併用

無 処 理連作6年目

初 出直1

2. 結果および考察

権病程度と落葉数を第 16表，ゴール寄生度を第 17 

表，初期生育を第 18表，開花状況を第 19表，収穫期

l'Lおける分校数・分校長を第 20表，収量を第 21表K

示した。

(I) 土壌線虫の防除； 殺線虫剤ED Bを 3 0 .l/ 

1 0 aで土壌濯注すると，生育は連作無処理に比べ旺

盛になり，開花数・分校数は増加した。しかし黒渋病．

褐斑病のため落葉がやや阜く．上爽数が少なく，収量

は連作無処理の21%増になったが，初年に比べると84%

の収量であった。連i乍で約 70 %の収量に低下してい

たものが 84%に回復したことになり，連作障害による

約30%の減収分の 1/2は線虫の被害に基因するものと

みなすことができょう。

(2) 茎業病害の妨除； 硫黄河lk よる病害防除によ

って，黒渋病・褐斑病の擢病は少なくなり，生育の後

期まで落葉は少なし子実の充実は比較的良かった。

しかしキタヰコプセンチュウの被害のため，有効開花

数が少なく，収量は連作無処理に対して 16 %増にな

ったが，これは初年の 80%の収量である。この結果

からみて連作陀よる減収分の 1/3は茎棄の病筈に基因

因するものとみなすことができょう。

(3) 土壌線虫と薬業病防除の併用処理； EDB に

よる土犠濯注と硫黄河lkよる病害防除の併用で，その

生育は連作無処理に比べ旺盛になり，生育の後期まで

落葉は少なく，開花数，着爽数は著しく増加し，収量

は 40%増加した。この収量は初年と殆んど差がなく，
-4-

第 16表薬剤処;f1flとJ催病および落葉数

8月 1日 I 0月 4日

落葉 糊 病 立1渋病 落葉 ネ臓病 ！！.＼渋病

病害防除 。 o. 7 0.7 2.1 1.7 15.1 

殺線虫剤処理 。 1.4 。 5.7 3.7 12.9 

病・殺害線虫防剤処理除 。 1.4 。 1.6 1.5 17.7 

無 処 理 。 2.6 。 10・6 2.4 a. 7 

初 年 。 I・ I 。 8.6 2-6 10.4 

主茎節の頂葉より 6～10節までの 5複葉につhて小葉単位で調査

第17表連作土壌における薬剤処理と線虫の被害

処 理 7月8日 I 0月6日

病 害 防 除 1.田 1.29 

連 l殺線虫剤処理 0.10 0.04 

病害防除・殺線虫舟拠理 。

作 無 処 理 1.40 1.37 

キ刀 年 0.20 0.63 

ゴール寄生度で示し，。～4.0を9階級i'L.'l子級

第18表連作土壌における薬剤処理と初期生育

（株あたり）

コミt:全業数 乾物重（ g ) 

6.20 6.29 7.8 7.2J 6.20 6.29 7.8 

病害防除 11.0 20.6 30.3 初 .s o.92 2.14 3.61 

連
殺主虫剤処理 IQ.4 22.7 33.3 77.8 0.96 2.35 4.50 

作病殺線害虫防剤j除処理: 11.8 22.3 37.6 81.2 0.99 2.45 5.12 

無処理 10.7 2旧.2 29.3 70.9 0.90 1.98 3.32 

初 年 11.7 23.1 35.9 80.4 1.02 2.伺 4.89 

第19表連作土壊における薬剤処理と開花状況

開 花 数 〔株あたり）

7月 Is月 計 ｜陣設相年比
｜ %  

216.0 I 冗R

U

E

O

 

お

初
1

1

 

p
h
d
 。boo 

201.0 aa
－
 

A
U
 

－－ 

n

υ

A

U

 

－

－

 

aH官

Ea

m
出

94 

病害防除・
殺線虫剤処理

作｜
無処理

初年 告~
140 .5 

1 .4 I凶・4I 183.6 

第20表連作土壌における薬剤処理と分校数

および分校長

土棺八石 最長介枝長 同左 同左

総茎長 対初 分校数 対初

1次 2次 3次 年比 年比

国 l αn 伺 1 C祝 qも 本 % 

病害防除 48 42 26 947 78 39 87 
連

殺線虫剤処理 51 29 1153 46 95 43 95 

作 病殺線害虫防剤除処理． 50 45 30 1287 106 48 107 

無処理 47 39 27 885 73 37 82 

初 年 49 45 28 1218 100 45 100 



第 21表 連作土壌Kおける薬剤l処理と収量（3.3 m2あたり） に示した。

守ミ＼
全英 全子笑 同友対 剥実 子実百

茎葉重
実重 重 初年比 歩合 粒 重

g g g % % 日

病 害 防 除 1551 1429 994 80 69.6 91.3 

連
殺線虫剤処理 1275 1461 1038 84 n.o 95.5 

作 病殺線害虫防剤除処理・ 1672 1初5 1199 97 70.3 95.8 

無処理 1123 1241 855 69 68.9 90.6 

初 年 1500 1752 1237 100 70.6 93.3 

連作害を消去したものと考えられる。

(4) 以上の結果から，落花生は連作すると，キタネ

コプセンチュワの寄生で根の活力が低下し，養分の吸

収が阻害され，生育はその初期から不良になり，栄養

体だけでなく，有効開花数が少なくなるなどの影響が

あらわれる。連作害の主要因としては生育の前半に影

響力の大きい土壌線虫による根部障害と，黒渋病・褐

斑病など生育後半の子実の充実期に影響のある茎業の

病害の二つがあげられる。そのほか，白絹病・茎腐病

などの土壌病害や子房柄・爽実の病害も連作との関連

が考えられるが，本実験陀おいては明らかにすること

ができなかった。

皿 環境条件と連作害の発現

連作害の主要因はキ Fネコプセンチュウと黒渋病・禍

斑病などの茎棄の病害であることは明らかにされたが，

年次Kよって障害の程度に差がみられたので気象要因と

連作害の関係を知るため，生育初期と後期について，遮

光・過湿処理Kついて実験を行った。

1. 生育初期の遮光・過湿

(1) 方法

連作8年目のコンクリート権ほ場を使用し，対照と

して設けた標準区は土壌消毒・茎葉の病害防除を第15

表の方法で行なったものである。連作土壌・標準土壌

ともに．（カ 遮光・過湿， （1) 遮光，（17) 過湿，伺

無処理の 4区とし，遮光・過湿処理期間を発芽期の 5

月 14日（ 5月 4日播種）から 6月 13日まで30日

間とした。遮光は通風を考慮して地上 20 cm程度を

開け，高さ 70 cmから一枚の寒冷紗をかや状に張り

（写真 4）過湿条件は半句 50 mm  になるように降水

量の不足分を潜水した。 2区制で実施し，耕種法は I

試験と同様である。試験年次は昭和 37年である。

(2）結果および考察

遮光または過湿処理による影響Kついて，生根のT

T O反応を第 22表，処理終了 1か月後におけるゴー

ノレ寄生度を第 23表，根りゅう数を第 24表，初期生

育を第 25表，開花状況を第 26表，着爽数と収穫期

における分校調査結果を第 27表，収量を第 28表K

株あた

数り上爽

41.5 

40.9 

48.0 

37 .7 

48.9 

5-

同左対

初年比

% 

85 

84 

98 

77 

i 湿度および土壊水分の推移

測定期間（ 6月8日～6月 14日）におけ

る地上 15 cm の最高気温は遮光K より 1.0

～ 3.5・C低く，最低気温はわずかに高自に経

過した。最高地温は遮光・過湿の併用処理で

約 3c，遮光で約 2℃，過湿で約 1む低く，

最低地温は遮光・過湿のいずれの処理によっ

ても約 1℃低く経過した。
100 

過湿処理としての潜水は， 5月 17日30 

mm, 5月 19日10 mm, 6月 2日30 mm, 6月

9日 35 mmを降水量の不足分として補った。しか

し処理期間の降水量が多く，無潜水区でも 70 % （対

最大容水量〕以上の土壌水分で経過したの

ii 処煙終了直後とその 1か月後の生育状況

生根のTT O反応は標準土壊では連作土壌に比べそ

の活性がかなり高L、。しかし標準土壌の遮光処理でT

T O反応の低下がみられたが，連作土壌では無!Ill理で

もTT O反応が少なくて処理陀よる差は認められなか

った。

処理終了 1か月後のゴール寄生度は連作土壌が明ら

かに高いが，遮光や過湿などの処理をしても差はなか

った。

根りゅう菌による根りゅうの着生数は連作土壌で少

なし遮光，過湿のいずれの処理によっても減少する

傾向がみられた。

生育量（処理終了直後）は明らかに連作土壌でおとる

るが，処理による傾向はほぼ同様であり，遮光，過湿

のいずれによっても生育量は減少し，遮光により主茎

長は長くなり徒長の傾向がみられた。

開花期は遮光処理でおくれ， 7月下句までの開花数

は連作土壌が明らかに劣るが，標準土壌での遮光・過

湿処理Kよる開花数の滅少に比べるι，連作土壌では

影響が少なかった。

第22表生育初期の遮光・過湿と生根のTT O反応

連作の 生育初期 処理終了直後 処忍終了1ヶ月後

有 無 処 理 ( 6月14日） ( 7月13日）

連
遮光・過湿 土 ＋ 

遮 光 士 ＋ 

作
過 湿 士 ＋ 

無処理 土 十

標
遮光・過湿 ＋～骨 ＋～ttt 

遮 光 →← ＃～ttt 

準
過 湿 →＋～怖 ＋～ttt 

無処理 叶 ＃～怖

託：着色程度土ピ，＋弱，＃中， ttt強



第23表生育初期の

遮光・過湿処ER
終了 1か月後の

線虫の被害

( 7月14日）

連作 ゴール
む 処理 寄生度

有無
遮光．過湿 1.8 

連 遮 光 1.7 

過 湿 1.8 
作

無処理 1. 7 

主主光・過湿 o.3 

標 遮 光 0.3 

準 過 湿 。
無処浬 o.a 

寄生度は第17表の基準K

ょった。

第24表 初期生育の遮光・

過湿 ζ根りゅう数

( 7月20日）

ミ？モ
主根 文根

仕fi):S本

（上部5冊） 幕部5四）

遮光・過湿 0.1 13. 7 

遮 光 0 .1 15.9 

過 湿 0.3 17.l 

無処理 o.s 21.s 

遮光・過湿 0.5 29.6 

遮 光 0.7 35.6 

過 湿 0.7 29.7 

無処理 0.3 鈎.o

第25表生育初期の遮光・過湿処理終了直敢の生育

( 6月14日）（株あたり）

連作 生育初期 全葉 落葉 I）病 乾物
の 主茎長 小葉 生体重 乾物重 葉身重

有無 処 理 数 数 小葉数 歩合

cm 枚 枚 枚 Lg g % g 

連
遮光・過湿 13.1 14-5 2.7 1.3 11.6 1.45 12.5 0.73 

遼 光 14.0 15.1 1. 7 4.3 12.1 1.57 13.0 0.74 

作
過 湿 10.1 16.1 11.0 11.0 12.5 1.65 13.2 0.87 

無処理 12.5 16.6 16.0 12.0 13.4 1.65 12 3 0.84 

遮光・過湿 14.2 15.8 2.0 2.3 14.5 1.78 12.3 0.90 
標

遮 光 14.6 15.7 。0.3 14.5 1.77 12.2 0.89 

準
過 湿 10.9 17.4 4.0 6.3 16.1 2.14 13.3 1.16 

無処理 13.1 16.8 3.0 4.0 15.9 1.97 12 4 1.03 

第 26表 生育初期の遮光過湿処理主開花状況

罪 生育初期 株あたり開花数

6月 7月 7月 7月の 開花期 下匂 計
対無処

有 まで 上匂 中句 下匂 理比率
無 処 理

遮光・過湿 6用.2一9日 0.8 3.4 15.9 46.5 66.6 91 

連
遮 光 6 .28 1.3 4.4 16.4 44.2 66.3 91 

i晶 湿 6 .26 1.7 6.7 19.2 46.7 74.3 101 

作
無処理 6.26 1. 7 7.2 18.8 45.5 73.2 100 

遮光・過湿 6 .27 1.2 7.3 23.7 73.9 106.1 76 

標
遮 光 6.27 1.8 8.0 27.9 77. 7 115.4 83 

過 湿 6.25 3.2 10.1 32.5 81.3 127'1 92 

準
無処理 6.26 2.5 10.7 38.4 87.2 138.8 100 

需
の
有
無

連

作

標

準

連作
の
有無

連

作

標

準

第 27表 生育初期の遮光・過湿処理と分校

および着爽数の関係

生育初 主茎 最長 分校 株あたり焚数
分校

期処理 長 長 数 全 上 下

cm 四1 本

遮光・過湿 22.1 40.5 42.3 49.2 31.3 17.9 

遜 光 23-0 41.9 40.4 50.1 33.3 16.8 

過 湿 23.3 38.8 40.4 44.3 30.3 14.0 

無処理 25-5 39.8 33.g 48.7 32.2 16.5 

遮光・過湿 25.5 45.6 41.7 71.8 44.9 26.9 

遜 光 25.8 51.1 44.4 75.3 49.7 25.6 

過 湿 20.9 42.9 36.6 74.6 47.5 27.1 

無処理 25.1 46.7 a1.s 73.7 52.0 21. 7 

第 28表 生育初期の遮光・過湿処理と収量

( 3. 3 m2あたり）

生育初期 対無処 蜘j実
茎菜室 爽笑重 子実重

処 理 理比率 歩合

g g g % % 

遮光．過湿 1226 1065 凶4 95 64.2 

遮 光 1101 1108 732 102 66.1 

過 湿 1080 1026 701 98 68.3 

無処理 1158 10鈎 717 100 65.8 

遮光・過湿 1596 1520 1012 87 66.6 

遮 光 1744 1668 1100 95 65.9 

i且 湿 1554 1581 1064 92 67.3 

無 処 理 1567 1677 1157 100 69.0 

株あたり上爽数は連作土壌がかなり少ないが，標準

土壌では遮光・過湿の併用処理で減少が目立ち，連作

土壌では処理による影響は殆んどみられなかった。

iv 収量

収量は標準土壌が各処浬ともきわめて高い水準を示

したが，標準土壌では遮光・過湿の併用処理で爽笑重

がかなり減少し，剥j実歩合は遮光・過湿のいずれの処

理比よっても低下し，併用処理ではその子実重は無処

理の 87%に減少した。

これに反し，連作土壊では低水準ではあるが，収量

への影響はあまりなく，遮光・過湿の併用処理でわず

かに剥実歩合が低下した程度であった。

このことは本実験での標準土壌が高い収量水準（ a 

あたり爽笑重にして約 50 kg ）であって遮光または

過湿処理後のあとぼけ的な生育経過をして，栄養生長

iii 収穫期Uておける分校と着爽数 と生殖生長のアンバランスの影響が標準土壌に強く現

主茎長は処理陀よる影響は消去されて，処理聞の差 われたためと思われる。

は少なくなった。最長分校長は処理による差はあまり 2. 生育後期の遮光・過湿

ないが，分校数は遮光・過湿のいずれによっても無処 (1) 方 法

理よりかなり多くなり，あとぼけ的な傾向がみられた。 連作 7年目のコンクリート橿ほ場を使用し，対照と
6-



して前試験と同様に標準土壌を設け，連作土壌と標準

土壌ともに，肘遮光・過湿（1) 遮光わ）過湿

(::!:) 無処理の 4区とし，処浬期聞は 9月上匂から 10 

月上匂，遮光は前試験と同じ，過湿条件は勾間 10 0 

mm  になるよう降水量の不足分を 2固に分け潜水した。

2区制で行ない，播種期が5月 26日であるほか耕種

法は前試験と同じである。試験年次は昭和 36年であ

る。

(2) 結果および考察

収：置を第 29表に示した。

i 温度および土壊水分の推移

9月下匂から 10月よ匂の地上 30 cm の気温は，

遮光陀より最高気温が 0.5℃～ 2.2℃，最低気温は

Q.5℃～ 0.8℃ 無処理より高く経過した。同期聞

における地温は差がなかった。

9月上勾からの句別降水量は 9月上句 22.7mm，中

勾 10.9mm，下句 32.1 mm, 1 0月は第 1半匂が 5.2

m mで少なかったが，第 2半勾がきわめて多く上句と

しては 146.0mmとなった。したがって補充海水は 9

月に集中し，この時期の過湿処理と無処理の土壌水分

の差は大きく， 9月 19日の前者は約 90 % （対最大

容水量）後者は約 55 %であった。

ii 収量

茎葉重は遮光・過湿いずれの処理によっても少なく，

上爽数も同様の傾向を示し，それにともない子実重量

は低下した。このように生育後期の遮光・過湿の影響

はいずれも顕著であったが，とくに遮光でこの傾向が

強くみられた。このような環境の悪化にともなう減収

度合いは連作土壊に強くあらわれた。

第29表生育後期の遮光・過湿処理と収量

( 3. 3 m• あたり）

ここでは耕種的方法陀よる連作筈の軽減の可能性につ

いて，深耕，密植，早播き，増肥等についてほ場試験

を行った。

1. 連作畑における耕起の深浅

(1）方法

昭和 36年は連作 3年目ほ場， 37年は前年と同一

ほ場を使用し，試験区の配置も同じである。深耕は深

さ3 0 cm，浅耕は 12 cm、施肥量は標肥が aあた

り無堆肥，硫安 0.75kz，過右 3.0kg，硫加 1.2kg' 

増肥は堆肥 75 kg ，そのほかは標肥の 5割増とした。

播種期は昭和 36年が 5月24日， 3 7年は 5月 4日

栽植密度は両年とも陸巾 70 c m，株間 30 cm 1本

立で，冬作物はともにコモンベッテである。 1区 11.2

m23区制で，対照として設けた標準土壌凶消毒．茎葉の

病害防除等E試験と同じである。

(2）結果および考察

開花，初期～中期の生育量と収穫期における分校長，

分枝数を第 30表，収量を第 31表に示した。

i 生育初期から中期の生育量，開花時期の早晩，

早期開花数，分校数などは深耕による影響は少なく，

最長分校長は長くなる傾向を示した。

ii 子実否粒重は深耕による影響はみられなかっ

たが，昭和 36年Kは剥実歩合が高まり， 37年では

上爽数の増加によって収量は両年とも増収の傾向を示

した。しかし標準土壌の標肥の収量に比べ，連作浅耕

の2か年の結果が 78 %～ 8 7 %，連作深耕で 84%

～ 94%を示した程度で，その効果は高いものとはい

えない。

第30表耕起の深浅と開花・生育および収穫

期における分校の関係

連作 7月 対標 初期また 収穫期医

連作 生育後期 株あ 無処 翁l実
年次 の 耕深 施肥 開花 下句ま

一浅
は中期の おける

期 で開 株あたり 最長 分校教子実
たり

の 茎葉重 爽実重 理比
有 処 理

上爽
無 数 重 率 歩合

g g g % % 

遜光・過混 775 1045 29.1 738 79 70-6 
連

遜 光 706 1037 29.8 745 80 71.8 

過 湿 906 1180 30.1 805 86 68.2 
作

無処理 959 1309 36.6 934 100 71.4 

遮光・過湿 1671 1408 38.4 983 82 69.8 
標

遮 光 1748 1455 37.8 1010 84 69.4 

過 湿 17印 1674 44.8 1145 95 68.4 
準

無処理 1864 1737 49.6 1206 100 69.4 

N 耕種的方法による連作害軽減について

連作害の主要因はキタネコプセンチュワの寄生と，茎

葉の病害であることが確められ， ED Bと硫黄剤による

化学的防除で連作害は除去できることを明らかにした。

有無 花数 比率 乾物重本 分校長

周回 % g cm 本

標 6.28 204 93 3.7 42 41 
深

土普 6.28 220 
昭 連作

100 4.0 44 42 

標 6.29 211 96 3.7 38 41 
36 浅

増 6.29 221 100 4.0 41 45 

標 6.29 220 100 4.3 41 40 
標準 浅

増 6.29 230 104 4.6 44 49 

標 fl.25 87 63 63.7 42 40 
深

連作
糟 6.27 130 95 73.8 46 39 

昭 標 6. 24 110 81 64.8 40 37 
浅

37 
増 6.25 127 92 71.8 42 40 

標 6.27 137 100 82.6 45 40 
標準 浅

増 6.25 145 106 79.2 48 42 

＊ 昭和36は6月27日，昭37は8月228調査
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年次

昭

36 

昭

37 

第 31表耕起の 深 耕 と 収 量 （a あたり）

連作 株あ 子 対標 ~J実 子実
式とり

の 耕深 施肥 茎重 1克実 実 一浅
重 重 上表

百粒

有無 数 重

kg kg kg 

標 22.3 39.6 33.6 29.8 
深

増 24.9 38.1 33.7 28.2 
連作

標 23.1 38.2 34.2 28.1 
浅

増 24.8 35.8 29.3 26.2 

標 36.5 46.3 37.3 33.4 
標準 浅

増 41.0 50.0 44.0 36.7 

標 40.4 46.1 43.2 33.0 
深

増 43.5 47.4 45.4 33.8 
連作

標 38.3 43.6 42.3 31.2 
浅

増 42.3 44.8 43.1 31.4 

標 51.2 50.8 47.4 36.1 
標準 浅

増 56.6 53.5 51.9 38.2 

2. 連作畑における播種期・栽積密度

(I）方法

比率 歩合 重

% % 

89 75.3 97.7 

84 74.0 96.0 

84 73.6 99.5 

78 73.2 89.8 

100 72.1 93.1 

110 73.4 96.4 

91 71.6 90.7 

94 71.3 92.o 

86 71.6 89.7 

87 70.1 93.7 

100 11.1 91.1 

106 71.4 92.9 

昭和 36年は連作 3年目ほ場で栽植密度と施肥量を

組み合わせ 5月 2 4日播き， 3 7年は播種期・栽植密

度・施肥量を組み合わせ連作土壌と標準土壌を対比し

て試験を行なった。 2か年とも同一ほ場で実施し，耕

種法は 1試験と同じである。

(2) 結果および考察

昭和 36年の結果を第 32 ' 3 3表， 3 7年の結果

を第 3 4 • 3 5表に示した。

i 昭和 36年の結果は，単位面積あたりの 7月

下勾までの開花数やよ爽数は密植で多くなり，規l実歩

合は高まり，増収の傾向を示したが，畦巾 70 cm , 

襟肥に比べ増収率は最高で 5%であった。

ii 昭和 37年の結果は，早播・密植で 7月下勾

までの単位面積あたりの開花数は，標準土壌と阿程度

にまで多くなった。しかし8月下匂には過繁茂忙なり，

上爽 Kなるものが少なく， aあたり子実重量は最高で

標準土壌の 92 % （対標準土壌 5月上匂播， 70 cm 

畦標肥）で，標準土壌の増肥と比べると，その収量は

きらに低い。

g 

-8 

第32表栽植密度・施肥量と開花および収穫期

Kおける茎棄の関係（昭 36 ) 

7月下 同左
収穫期陀おける匂まで

畦巾 施HE 開花期
の開花 最 長 rr子あたり

主茎長数（m2) 比率 分校長 fl-枝数
四t 月日 % 叩t C祝 本

標 6.Zl 1081 100 21.3 41.1 2:)1 
70 

増 24.9 43.7 6.28 1062 98 195 

標 6.27 1400 130 19.4 37.7 215 
印

増 215 6.27 1367 126 22.1 40.9 

標 6.28 1833 170 23.6 39.7 297 
加

増 6.28 1700 157 26.0 42.0 259 

第33表裁植密J変・施，§~量と収量

( aあたり）（昭 36 ) 

茎葉 英実 上奏 子 対標 翁l実 子実
畦巾 施肥 数 実 準比

重 重 Cm•) 重 〉｜〈 歩合 百粒重

cm kg kg kg % % g 

標 25.8 37.8 151 27.8 100 73.5 90.6 

70 
増 28.6 38.1 149 28.1 101 73.g 90.3 

標 22.2 38.3 156 28.9 104 75.5 93.8 

50 
増 26.0 38.o 167 28.8 104 75.8 92.9 

標 28.1 36.4 1ぉ 27.5 99 75.5 97. 7 

30 
増 32.6 39.7 173 29.3 105 73.8 93.1 

註本 70標肥K対する比率

連作
の

有無

連

作

標

準

第34表播種期・栽植密度・施肥量と生育

ぉ・よび開花状況

播種期 畦巾 施肥 開花期 （ま7開月で花下m•数句） 比率

月句 cm 月日 % 

標 6.24 741.4 114 
〉｝〈 50 

増 6.25 687.3 105 
5上

標 81 6.24 525.7 
70 

増 92 6.25 602.9 

わド
標 7.15 304.0 47 

50 
増 7.15 286.0 44 

6上
標 7.15 253.8 39 

70 
増 7.15 256.2 39 

〉ド 標 6.27 652.3 100 
5上 70 

増 6.25 691.1 106 

水＊ 標 7.15 246.2 38 
6上 70 

増 7.15 245.3 38 

本 5月4日，〉ドヰ 6月2日 コド＊＊ 8月22日

生華客葉
重Cm勺

＊＊＊ 
g 

573 

660 

524 

567 

440 

4al 

338 

386 

643 

733 

433 

452 



第 35表 播種期・栽植密度・施肥量と収量（ aあたり） 連作による減収部分の 1/3は回復する

連作の 播種 上爽数 同左標
畦巾 施肥 芸葉重 爽実重 子実重

準比＊有無 期 Cm2) 

kg kg kg 

標 40.7 46.3 203 33.1 92 
50 

増 43.5 46.5 216 33.0 91 
5上

連 標 38.3 43.6 206 31.2 86 
70 

増 42.3 44.8 216 31.4 87 

標 38.5 38.3 163 26.5 73 
回

作 増 43.1 41.4 170 29.3 81 
6上

標 42.9 38.7 162 27.2 75 
70 

増 45.6 41°8 181 29.2 81 

標 51°2 50.8 226 36-1 100 
標 5上 70 

増 56.6 53.5 247 38.2 106 

標 52.2 43.7 185 31.1 
準 6上 70 

増 55.0 45.0 191 31.7 

註 ＊標準， 5上， 70標肥区に対する比率

V 総括

昭和 30年から試験を開始し，無底コンクリート程を

使用し，被害様相の確認と連作害の主要因の検討および

耕種方法咋よる連作害の回避・軽減についてのほ場試験

を行なった。これらを総括するとつぎのとおりである。

なお輪作による連作害軽減のための試験を行なった。し

かし昭和 38年に試験場の移転のため，連作土壌の持込

みをして試験を継続したが，土犠の輸送延滞のため，新

設の権ほ場K投入した土壌では連作障害が明確でなく，

その結果は省略した。

1. 連作落花生の被害様相： 連作を続けると，キタ

ネコプセンテュワの寄生度は高まり，根の機能は低下し，

生育初期の乾物歩合・茎業の糖含量は低下して生育は悪

く，根りゅうの着生が少なくなった。そのうえ，黒渋病

・褐斑病の被害が著しくなり，早期落葉がみられた。

これらの被害は 3～ 4年聞は年数が多くなると著しく

なる。しかし 4～ 5年以上連作を重ねても被害の増大は

みられなかった。

2. 落花生連作害の主要因： 殺線虫剤の単独処理で

連作落花生の生育は旺盛になり，約 20%増収した。し

かし茎葉の病筈Kよる早期落葉のため子実の充実は十分

でなく，収量は初年におよばずその 8 4 %にとどまった。

このことから連作障害による約 3 0 %の減収部分のうち

その 1/2は線虫の被害K よるものとみなすことができ

句＇＂，】。

茎葉の病害の防除のみ行なった連作落花生はキ 9 ネコ

プセンチュワによる被害のため，生育は不良であったが

権病は少なし収穫期まで落葉が少なく，かなり増収し，

87 

88 

9 

% 

動l実

歩合

% 

71-5 

71.0 

71-6 

70.1 

69°2 

70°8 

70.3 

69.9 

71.1 

71.4 

71.2 

70.4 

子実

百粒重

g 

93.5 

91.8 

89.7 

93.7 

95.2 

91.4 

93.5 

92 7 

91.1 

92.9 

95.5 

91.3 

ととができた。

殺線虫剤と茎業の病害防除の併用処理

で，初年と同程度の収量がえられたので，

土壌線虫による被害と茎棄の病害のごつ

が連作障害の主要因とみとめられる。そ

してこれらが相互に作用しあって被害を

さらに助長するものであろう。

3. 落花生の連作障害の耕種的回避，

軽減： 殺線虫剤の土壌潜注と硫黄斉ljに

よる茎葉の病害防除を併用すれば連作障

害は解消されることを明らかにした。し

かしこれにはかなりの経貨を要するので，

深耕，早播き，密植等の耕種的方法につ

いてほ場試験をしたが，いずれも効果は

少なし薬剤による対策に比べて実用的

なものはなかった。

4. いや地について： モモ・イテヂ

クなどのほかはり＠〕.）かなり多くの作

物について土壌線虫・土壊感染性病などが連作障害の

原因として明らかにされ 2〕け ll) 12〕U)15) 20) H ）有害

物質によるものはかなり限られた作物になるといわれる。

本実験でとりあげた落花生についても有害物質に基因す

る障害はないものと考えられる。

羽摘要

落花生連作の被害様相とその主要因の検討および二三

の耕種的方法について試験を行ない，つぎの結果がえら

才1..tょ。

1. 落花生を連作すると，キタネコプセンテュワの寄

生と黒渋病・禍斑病の被害が著しくなり，根の機能は低

下し，生育はその初期から不良になり，上爽数は少なく，

子実は小粒化して収量が低下した。

連作年数が長くなると被害も顕著になり，初年収量的

70%までも減した。 しかし 4年～5年以上連作を続けて

もそれ以上に被害が著しくなることはなかった。

2. ED Bによる土壌消毒と薬剤Kよる茎楽の病害防

除による対策試験の結果から，落花生の連作障害には土

壌線虫による被筈と茎葉の病害の二つの主要因があり，

それらが相互に作用して被害を増大していると考えられ

る。

3. 耕種的対策として，深耕，増肥，早播き，密植等

について試験を行なった結果，これらの組み合わせで増

収するが，薬剤処埋K比べその効果は少ない。

4. 落花生では有害物質に基悶する連作障害はないと

考えられる。



文 献
園 32 ' 1483 ( 1957) 

13) 間宮 広・露木敏雄・城所敏夫：落花生の連作滅

1) 相見霊三・藤巻利子： T'r o による根の活力診断 収要因からみた増収技術の展開農及園 32 ' 927 

法農及園 35,1345( 1960) ( 1957) 

2) 渥美魯・中村三夫：サトイモの忌地K関する研究 14) 仲宇佐達也・田村光一郎・栗原茂次：ナスの連作

（第 3報）岐阜大学研究報告 11,32 ( 1959) 警と土壌消毒の効果 農及園 37 ' 399 (1962〕

3) 平井重三・平野 焼：イテジタの忌地に関する研 15）一一一一一・栗原茂次・橋本貞夫・田村光一郎：呆

究（第 1報）園芸学研究集録 4,96(1949) 菜類の連作害に関する研究 東京都農業試験場報告

4) 平野 焼．桃の忌地に関する研究（第 1報）園芸 3 ' 9 ( 196 4 ) 

学研究集録 5,6(1951〕 16) 沼田 巌：落花生の偏斑病と黒渋病の防除 植物

5) 市原伊助・高橋芳雄： 1落花生の連作と落花生ヰマト 防疫 11 ' 3 3 7 ( 195 7 ) 

トーダの被害について 関東東山病害虫研究会年報 17) 高橋芳雄：生態的特性からみた落花生品種と段培

5' 38 (1958) 6,55(1959) 法（2）農及箇 39 ' 779 ( 1964) 

6) 鹿児島県農業試験場：畑作物の連，輪作に関する 18 ）一一一一一：落花生の連作障害とその対策 農業技

研究 7(1961) 術 23 ' 5 5 ( 196 8 ) 

7) 鎌田悦男：大豆における根癌形式に関する生理形 19) The Peanut,P 262, The National 

態的研究 日作紀 25,145 (1957) Fertilizer Association WASHINGTON 

8) 岸本博二： 豆のイヤ地の原因と対策 農及圏 32 n;o, c 1951 ) 

1667 ( 1957 ) 20) 渡辺敏夫・安尾正元・石井和夫・永井政雄・市来

9) 小林章：果樹と忌地の問題 園芸学研究集録 6' 小太郎：陸稲の連作障害に関する研究 農事試験場

153 ( 1953) 研究報告 5' 1 ( 1963 ) 

1 O) 近藤源吉・福永雅一・種田芳基：畑作付改善に関 21) 山崎正校・中宇佐達也・伊藤 信・加藤 治：陸

する研究（第 6報）農林省振興局研究部・愛知県農 稲の連作害陀関する研究（第 1報）東京都農業試

業試験場（農業改良技術資料第 93号） 77(1958) 試験場報告 2' 33 ( 1957 ) 

11) 松原茂樹：軍事業の作付計画とその注意 農及圏28, ~） 吉田 猛：落花生栽培における線虫の被害と防除

732 ( 1953 ) 法農及国 41 ' 47 8 ( 1966 ) 

12）一一一一一：務菜の輪作とネマ卜ーダの問題 農及

Summary 

The studies on the injury by consecutive cropping of peanut were carried out in regard to its aspects, 

the causes and the adequate preventive measures. 

The results obtained are summarized as follows : 

1) Coi:itinuous peanut production was badly damaged by parasitism of root knot nematoda (Meloido-

gyne hapla) and the outbreak of leaf spot (Mycosphaerella berkeleyii JBNKINS and Mycosphaerella arachi-

dicola (Hom) JF.NKINil). 

General symptoms in peanut in consecutive cropping field were weak root activity, poor growth in 

the earlier stage, decrease of better pods, small grains and decrease of yield. The injury by consecutive 

cropping was severe in proportion to the years of it, but above four years of consective cropping the 

differences in injury were scarcely recognized. 

2J According to the results of several medication tests, it was concluded that the injury by consective 

cropping of peanut was principally due to the aggression of root knot nematoda and outbreak of leaf 

spot. 

3) Combinations of cultural methods, such as deep ploughing, heavy application of fertilizer, early 

sowing and dense sowing, were ercognized to be effective to some degree. But these effects were much 

inferior to those of chemicals on the control of the injury by consecutive eropping of peanut. 
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初年 5年連作

写真 1 コンクリー卜権圃湯の生育状況

Pr ・初年， Pz ....・・ 2年連作， p3 ..・・ 3年連作

写真2 連作落花生
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写真3 緑虫被害の著しい落花生根郡（沼田原因）
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